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1 はじめに

昭和63年度より利尻町内の各集落を取り上げて

研究調査をしその結果を報告してきたが、本年度

は政泊(マサンドマリ)について報告するもので

ある。この報告についての内容は調査の限界また

賢料木足等の事情により困難があって充分なもの

とは言えがたい。特に、開拓移住の年代について

の調査には多〈の困難があめ、推定推酬の域を出

ないものがある。しかし、仙法土地区内の他の集

落に比較して開拓移住の年代が幾分か早いと考え

られる資料も若干ではあるがみられる。

政1白は西に隣接する神融と車に境界を接する本

町(旧マオヤニ)との聞に位置する。約1. 5km程

の東西間の小集落で仙桂意地区ではやや小さい集

落である。

この地区の居住者の殆どは、これまで報告して

きた他の集落と異なり、当初からの移住者がその

まま住みついていることである。切論、手I)尻島内

の他地埋からの再移住者も多いが、奇形地壇から

の再移住者は少江い。

生活幽は紙報告分自集落とは変わらな，"

集落形成の経緯は姻戚、拙輯により集固化され

出身県ごとにグループイヒしており、定住率は他の

集落に比較して高い。

生活機式及びその労曲内容等については他の集

落と同じであり、家屋及び他の建築物等は殆ど戦

前白物はなく、新改築されている。

(〒伺7一回

2 地域

111地名地形並びに気象

現在の集落名は rl日マサ/ドマリ J に由来し、

rJt風を避ける j加のあるところ」を意味している

と言われている。地輔の範囲は東端の宮下昭氏

宅周辺の五軒町から西織の湾土(ワ/ド)の小集

落である。道路は町道のみで海岸錦に沿っており、

般家屋は道の山酬に並立している。

地形は長浜地区に類叫しており、択が臼カ所で

川はなし、。また、海岸は車の宮下の澗から仙法志

漁港、そして今井の澗に至っている。山麓に至る

までの森林及び丘瞳の状玩は他の地区と同様であ

る。

昨年に自治会館の近くに道々に連結する道路が

完成し、車端には本町山ノ上に通じる昔からの町

道坂道がある。

気象条例は他地区に比較して余り変わらな，"

121移住年代とその経路
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開拓移住の年代は隣接の神磯と同年代と考えら

れるが、鬼脇の遠藤盛八郎氏が政泊に出稼ぎ L蝉

定置漁業を経営していたのが明治初頭であること

はほぼ間違いない。明治二、三年に至って初めて

の賓料によると、この時代に急速に出稼吉、寄留

者及び開拓移住者が増加したと考えられる。その

経路は他の地区と同樺の者もいるが直接に上位来

島して居住した者、他地区に転出した者のいるこ

とは特徴的である。この地までの経路は島全体の

移住者と殆ど変わらないが、一部他集落にない特

色がある。神職と同じ賢料に基づいての出身県別

の移住者で政泊は 167名であった。即ち、秋田県

36名、青森県出名、三重県20名、石III ・岩手ー福

井県は各 9 名、富山県は 7 名である。三重県出身

者が目立ち、海女の存在が見畳けられる。

131生活の様子

四季を通じての生活の柑子は既報告の集落と同

様である。

昭和 50年に簡易水道が完成し各家庭に敵設され

た。それまで飲料水として利用された井戸は「つ

るべ井戸J から「ポンプ井戸」に移り、塩分の極

めて強いものであった。また、旧坪田の澗の海辺

に湧オくの井戸があって貫主がられた。

他には道路交通は町道のみでノくスが通行する以

外は他集落と変わらない。治安及び医療について

も第 9 揺で報告した通りである。

(4)仙法志漁港について

速くは明治相年に漁港築設請願有志相続会に始

まり、大正13には船人澗築設村民大会の関憧とな

り、そして漁港船人澗築設期成同盟の結成となっ

てホッケ澗か伊藤の渦かと大きな論争が展開され

た。ようやく意志統ーがなされて昭和 9 年 3 月 7

目、仙法志村長中山康次の名を以て宗谷支庁長に

設計申請書と理由曹を提出し、字政泊21番地を候

補地としたのであった。工事に着手したのは昭和

13年からで工費 8 万 2 千円を投じた。更に土地の

寄付を受け村費負担額 2 万 5 百円で周地を整備し

たものである。

現iiil)港として引用している糊は岩石に負われて

二、三カ所の「くぼみJ で水が溜まっていたとこ

ろを爆破し手作業で掘った。それが漁港へのス

タートの問である。

戦時中の中断もあったが戦後も漁港への猛運動

を展開しつつ工事は続けられた。その桔果、昭和
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26 年 6 月に第四種仙法志漁港の指定を盟休省から

受け、昭和 27 年 7 月に本格的着工となったのであ

るω 。

第一期工事から第三期工事の西新防波堤白完成は

35 年後の昭和 61 年10 月であった。漁港指定までは

今では考えられ広いような工法で原始的な工事で

あったことは周知している。世って工事由安全を

願って毎日の作業前に近くの岩場の嗣に賄事を祈

願したという。慣れむい地元の青年連には何人も

の負曲者が出た幾工事であったのである。

仙法志の存亡をかけた大事業は実現したが地元

漁業の掘興は計画通り行っていない。漁港完成ま

での問、道開発仙法志漁港睦築監督員詰所〈四名

配置)が置かれていた。

2 陸業

III 漁業

この集落内には三者三カ統乃至五カ統の蝉定置

漁場と番匡があって、うち二者は有力な漁業であ

った。他の漁業はどこも同様である。漁権及び譲

渡人そして借受人の藍動はこ者は余りなく、うち

者は良好な場所でなかったために不安定であっ

た。

次にこの集落内の蹄漁輩経営者の氏名を列記し

てみた。

17 号 19 号 21 号

大正 3 古目野 芳雄 坪田伊三郎 届田鶴吉

大正 7 石)11 重吉 坪団伊二郎 種目鶴吉

J

昭和 17 宮下要 坪田正二 大森寅=郎

昭和田 宮下要 土下回 正二 大島虎次郎

表 1 政泊における陣定置漁業者の推移

・蹄定置の番号は昭和23俸のものである。

第21号は明治 3 年に遠磯儀八郎の漁場を謹躍さ

れ最盛期は三カ統経営した。昭和 2 年 6 月に種田

氏は死去し親類の誼辺氏経営に当ったが昭和12年

に大森氏に謹っている。第19号の持田氏は明治10

年代後半に鬼脇村来泊(ラエドマリ)に漁場を関
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き、明治20年桂半に当地に新場所として経営し次

いで子息の正二氏が設置を畳けて品後までこれに

当たった。同氏は出稼ぎ漁業者で漁場j終了後福井

県に帰り留守を加茂氏に任せていた。

種田氏は種目の刑、坪由民は旅田の澗を利用し

天然の良き澗で大総棋なものであったが、これが

つの条件となって今日のような拙法志漁港の基

礎となった。第17号はあまり車まれた漁場でなく

絶えず経営者も藍わり休業もあったところである。

澗は田中の糊とも呼ばれており、ほぽ昔の原型を

保っている袋測で現存している。第17号と第21号

は昭和 6 年尭足の合同漁業会社に加入したが、第

四号の撤場経官者は加入せずに個人経営を続けた。

(イ) 漁場の也世

第17号は多くの経宮者の藍動で笹湖の名称も藍

わったが現在の宮下昭 氏宅前の澗であり、現に

一般漁民に利用され番屋もこ ζにあった。第19号

は現在の船描げ場のところで山側に蹄番屋があり

その換は鰐田の澗といわれた。多くの倉庫や建物

があって組棋が大きかった。第21号は現冷蔵嘩前

の澗が掴閣の澗の船人澗でその車剛に聾糊があっ

た。番躍は道路の山側にあり、現在も掴倉が残勺

ている。

宮下の袋澗は政抽出番地にあり、現在再修築工

事が進められている。種田町澗は旧政拍 5 番地、

鰐田の澗は政泊54番地と 444番地であった。

後者二つ澗については現漁港に至るまでの軒余

曲折が多かった@昭和26年 6 月に第i種語気措に指

定されるまでの鑑多の問題については「船入間

盛澗の調査研究 中間報告そのこJ (1986 利尻
揮土研究第 3 号)を害問されたい。

(21 商工業

商工業といってもこれに従事した者は専業者で

はなく殆どは何らかの形で漁業者であった。大 E

末期から昭和の初期にわたって天塩との対岸商品

が行われた。岡山久三郎氏の久宝丸、玉村樟次郎

民の芦間丸、古川留吉氏の伊勢丸、荒川弥一民の

うさぎ丸、笠谷匡太郎氏の和合丸から長栄丸があ

って、一聾四人程自乗組員の紛でおった。

商品は木盟、薪材等かり雑穀などの取引で政泊

は現壮果敢な気質の人々がいた。その全員ではな

かったが時には余市や縛太に航行したこともあっ

たいう。天塩への航行時間は順風満帆の場合は三

日間、鹿向の悪い場合は 昼夜から二日間、車風

36

前l武町立博物館空手報 ;v IO集 1991

の時などは慎尻までも避難したことがあったとい

うから大変な荒技であった。借用した袋澗は種目

の澗や坪田の測で つの澗にニ量程で場合によっ

ては昔形措まで回航していた。

昭和初期中過ぎ畳現状況の悪化が進み、焼玉エ

ンジンの動力船とはった。それが長栄丸で投資家

のよろしきを得て昭和 12 年頃まで続いた。

ここで報告する帆船の帆は北前船に見られるよ

うな帆では江〈、飢に工夫改良されたもので飢白

取付け方も他の帆船とは通う。伸縮する仕掛けに

なっている。これを謹付 't る写真が近年岡山田氏

によって控見されている。それは天塩措に入港中

の悼法志帆船団で札幌の元天塩在住者からのもの

といわれている。なお、それらを証明するもの由

ーっとして船名楯とその模型がある。

風呂且は政泊にニ軒あったのは大正時代のよう

である。五隣町の大森耕次郎氏と現略家菓子店の

ところの井田金融民の経営するもので何れも「つ

るべ井戸」で塩分が強かった。

詳細不明であるがこの近所にソパ屋、春日氏の

「三品屋」という料理屋があったとし寸。

商店では中島党次郎、日高市柏、宮下信作の三

氏で日南雑貨商のよ Lうである a 加茂氏は以上白人

連の桂に戦前から戦桂にかけて商宙を宮んだ。昭

和四年の後半に加茂氏が転出してからは、森井氏

が商暗を営んだが、やはり森弁民も今から 5年程

前に転出した。また、湾土〈ワノド)の笠原商店

も 4 年程前に転出し、現在では略家菓干店が残る

だけとなった.

旺量は沢田、大島、山本であったが柾犀板かり

位置畠植に移り産わっていくなかで征屋は鹿業し

霊わって現在は大品旦担鉄恒輩、川合板金匡のニ

軒がみられる。

西島・本田町民の先代は石屋であった。盛坦だ

ったのは大正時代で澗、耳、石碗を取り揖った。

臨冶屋では郷引氏が湾土で回相 15 年まで、荷和

田氏は償冶屋と表具屋であったという。

商店では漁協購買部の今日の存在は大きいもの

がある。

3 行教組紐

III自惜会役員

政泊における行政組織は、これまで報告してき

た仙捷志村内の他の集落と同じで特に変わってい



投 職名 民 名 摘 要

ム2 長 加茂華麗 村会議員学務委員

総務部長 宮下要 村会議員

教化部長 中島覚次郎 村会議員

産業経済部長 近藤藤太郎

警防部長 滝沢利助 警防団政泊部長

衛生部長 三盃元吉

森林防火部長 宮道世太郎

銃桂奉公部長 浜口信助 政壮組組頭

経理部長 和田関蔵

第 班長 三盃元吉 隣保旺々長

第二班長 前回 滑 N

第三部長 前田助組 が

第四部長 宮道盟太郎 N

第五班長 藤井圧太郎 N

正 名 就 任 年 月 日

1 種田鶴吉 明治35年 4 月 ~昭和 2 年 5 月四日

2 昭和 2 年 5 月 24日~昭和 7 年 3 月 31 日

3 田中多吉 昭和?年 4 月 ~昭和 8 年 5 月 28 日

4 森男IX郎 昭和 8 年同月 24日~昭和 11年 3 月 31 日

。 昭和 11年 4 月 ~昭和 15年12月 20 日

6 加茂善蔵 昭和15年12月 21日~昭和19年12月 318

7 中島覚次郎 昭和20年 1 月 1 日~昭和田年 12月 31 日

8 玉村龍次郎 昭和21年 1 月 1 日~昭和21年12月 31 日

9 山元桃治 昭和22年 1 月 1 日~昭和23年 12月 31 日

10 滝沢孝 IJ助 昭和 24 年 1 月 1 日~昭和 24 年12 月 31 日

11 吉川留吉 昭和田年 1 月 1 日~昭和 25 年12 月 31 日

12 浜口祐蹴 昭和田年 1 月 1 臼~昭和 31 年12 月 31 日

13 森 次助 昭和白年 1 月 1 日~昭和 32 年 12 月 31 日

14 山元桃治 昭和 33 年 1 月 1 日~昭和 38 年12 月 31 日

15 昭和四年 1 月 1 日~昭和 47 年12 月 31 日

16 藤井庄太郎 昭和 48 年 1 月 1 日~回和 54 年 8 月 4 日

17 宮下昭一 昭和 54 年 8 月 5 日~現在

工藤浄真政泊郷土紘

るところはない。

政泊地壊の歴代部長区長自柏会長は量

2 の通りである。また戦時体制強化にと

もなう部落会組織を昭和 17 年 2 月 1 日で

みると表 3 の通りである。部落選出の村

会議員経験者を中心として体制が固めら

れていることがわかる。

現在の政泊の自拍会役員は、自治会長

・副自治会長・会計・第 班長・第二班

長・第三班長・第四班長で緒成されてい

る。また、自治会内には体育協会、森林

霊謹組合、 PTA 、消防、漁協、漁協揖

人部、納税貯蓄組合、水曜救済会、神社

世話掛かりなどの役員が決められており

それらに係わることは自治会で協謹決定

され執行されている。

自治会館の週宮はもとより、平成 2 年

6 月には住民協議の結果、政泊港神社を

多額の寄付金を拠出して自治会館山倒に

創立した。

{21 公職者 表 2 歴代部昼匡畳自，台会星

当地から過出された公職者氏名はとたの

通りである。

1.総代人村会町会議員

(イ)総代人

出村宜次郎 明治24年から仙桂志村

関村まで

(ロ)旧仙法志村村会議員

種田鶴吉 明治37年 4 月~明治44

年 3 月、大正 3 年 4 月~大正13年

8 月 24日、大正15年 4 月~昭和 2

年 5 月 21 日

日高字之松 明治町年 4 月~明治44

年 3 月

中島覚IX郎昭和 3年 5 月 22臼~咽

和 7 年 5 月 21 日

田中多吉昭和 3年 5 月 22臼~昭

手口 7 年 5 月 21 日

加茂普蔵昭和 7年 5 月 21日~昭

和11年 5 月 21 日

玉村保次郎昭和11年 5 月 22 日~昭
表 3 政泊部落会役員名簿 昭和17年 2 月 1 日選任

和20年 4 月 29 目

宮下要一昭和15年 5 月 22日~昭

相22年 1 月叩日 藤井正太郎昭和22年 4 月間日~昭和32年5
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月却日い昭和ロ年 4 月からは普通一般選

挙による村会議員)

古川留吉昭和四年 4 月叩日~昭和32年 5

月 30B

(1-.) 利尻町会議員

駒井十郎昭和田年 10 月 8B- 昭和 60 年 3

月 19 日(任期途中で死去)

2 ，方面委員、職桂の民生委員

加茂普躍昭和 7年 3 月 1 日~昭和 23 年 6

月 30 日、昭和 23 年 7 月~昭和 26 年 6 月 30 日

富下嬰 昭和 26 年 7 月~昭和 30 年11 月 6

日

誤口 コト昭和四年 11 月 30 日~昭和 49 年11

月 30 日

藤井ヨシエ昭和 49 年12 月 1 日~昭和田年 11

月叩日

浜口 孝昭和 55 年12 月 1 日~現在、平成

2 年10 月から利尻町社会福祉協語会会長

3 学務委員及び教育委員

種目鶴吉明治39年~大正11年

加茂菩蕗昭和5年ー昭和 12年

宮下要 昭和27年 11月 1 日~昭和30年 11

月 6B

藤井庄太郎昭和32年~昭和年

4 ，固定資産評画審査垂員

宮下聾 昭和26年 9 月 22日~昭和30年11

月 6 日

5 ，農業委員

西島留吉昭和22年 7 月 21日~昭和田年 7

月四日

藤井庄太郎 昭和四年 7 月日日~昭和32年 7

月 15 日

4 産業経済団岬

I1 lilll法志漁業協同組合

明治年代からの仙佳志漁提組合と水産組合は臨

時中は漁業会と改称され、戦桂に新制度による漁

業協同組合と尭足 Lて現在に至っている。当初、

事輯所は学校道路の旧公民館跡にあったが昭和白

年新設の冷厳廊を改築し事輯所を併設移転した。

昭和42年 9 月 20日尭生の火災により一時的に旧

郵恒局舎を間借りした@そして組合長井固定勝氏

の構想に基づいて昭和43年 9 月に現在地に事輯所

を新築した。譜負章者は稚内市の石縁建設綜式会
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社である。

当自治会からの組合の歴代役員は改の通りであ

る。

理司エ掴田副吉明治 32 年 4 月~昭和 2 年

5 月

組合長植田輯吉期間不明

理事加茂普蔵詳細不明

理事浜口恒助期鳥羽ミ明

理事宮下要一期品ロミ明

理事三盃元蔵昭和田年 4 月~昭和四年

3 月

理事長谷川清昭和四年 4 月~昭和 41 年

3 月

監事浜口 勝昭和 41 年 4 月~昭和 44 年

3 月

理事浜口 勝昭和 44 年 4 月~昭和 57 年

3 月

理事藤井庄ニ昭和 57 年 4 月~現在

戦前戦後にかけて不明部分があり、また、理事

を週出しはかった期間もあったといわれている。

また、仙桂志漁業協同組合の脅年部長には当地

区の滝沢球丘が就任している。

121 議林君謹組合

戦前かある組措で、何度か名称が変更された。

昭和 17 年以前は不明であるが、当地区からの桂昌

は出の通りである。

政泊森林防火部長

宮迫惣太郎昭和 17 年 2 月 1 日選任

古川留吉昭和 18 年 12 月 31 日適任

政泊組合長(村秤磁且)

古川 平作(仙法恵森林置唖組合副組合長)

政泊剛組合長

高松政雄(仙桂志轟林聖護組合評議員)

政Y自組合長

五十嵐作太郎

斉藤良一(現泡世員〉

(3) 納脱貯蓄組合

戦後新しく組輔されたもので、腕組を円滑にす

ることを目的としている。各集落二単位以上とし

仙法志地区連合体とした。

政泊地区の納税貯蓄組合の世員の歴史的経過は

世の通りである。

政治第一組合

組合昼 前田 清



工廠浄災政凶郷土総

耳服E合長長甚川忠

理 事高松政雄

監 事山本英治

監事岡山到

監 事三盃元融

政拍第二組合

組合長 山元桃治

副組合員提口信助

理事揖口勝

監 事前田助総

監 事本田一郎

政泊第三組合

組合長 滝択利助

高級目合長 藤井正太郎

理 事牧野宮蹴

監 事大島信ー

監 事後腹世作

以上の役員は殆ど死亡または転居している。現

在の世員は次の通りである.

政泊第一組合長鈴木目出博

政泊描ニ組合長揺口 勝

政y自第三組合長大島浩

5 消防団体

旧仙法志村内団体としては各集落とも同一であ

る。政泊損格における禍防団体の歴史的経過は次

の通りである。

仙桂志村政杜組

政泊地区の宵年団体として明治45年 l 月 6 日

艶Eした.消防活動も目的のーっとしてある。

初代団長は笠苔昌太郎で組員は叩名いた。

仙撞志i肖防回

大正 2 年{由法志村一円の組職として尭足した。

初代組問は種目輯吉で昭和 2 年 5 月まで務め

た。政泊からは小顕がでていたが末明である。

仙法官、瞥防間

昭和10年10月 10日政称された。歴代の政泊部

長は次の通りである。

滝沢和l助昭和17年 2 月

浜口祐嵐昭和17年12月

提口祐被昭和18年 12月

仙桂志消防臨

昭和22年改組され、当地区は神瞳とともに草

自分固となった.この第四分酪長に当地区の
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山本袋詰が昭和田年11月から昭和52年3月ま

で就在した。

制尻町消防団

昭和31年仙法志村省形町の町村合併により誕

生した。当地区は第四分団第三部として並置

付けられた。当地区からはiXの役員が選出さ

れている。

利尻町消防司郎団長

出本実治問和52年 4 月 1 日~昭和田年 5

月 31 日

宮下昭一昭和田年 2 月 88-現在

利尻町消防団第四分団長

山本実治昭和田年11月 15日~昭和52年 3

月 31 臼

浜口容昭和田年12月 17日~現在

利尻間消防匝第四分留第三部長

山本実浩昭和25年 5 ,Ej 31 日~昭和 31年 6

月 17 日

宮下昭 昭和60年10月 1 日~昭和田年 3

月 31 臼

浜口孝昭和田年 4 月 1 日~昭和田年 9

月 1 日

鈴木日出陣昭和 62年 9 月 28-昭和年

月日

牧野明男昭和田年 9 月 2 日~昭和年

月白

現在、第四分団第三郎白団員は 7 名であり、連

結毘には三盃重雄丘が就任している。また、消防

器具置場は浜口孝氏宅前にあって昨年世臨工事が

行われた.

消防組織としては鞘前に森林防火組合があった

が戦後の制度政正によって尭毘した消防署員制車

により、藤井圧太郎氏が時その任にあたった。

6 文化団体

111脅年会

この地唱の脅年団体の組織化は仙法志村の他地

埴に比べて比較的遅い方であった。結成は明治45

年 1 月 5 日である。目的の一つに体宵聾庇があり

柔道が奨励された.また当時盛んであった剣道で

も他を圧闘する活脳があった。また脅年会は地域

の摘紡、水難や民警の救撞活動も行っていた。尭

足当時は正会員賛助会員合わせて50名の会員がい

た.大正"手にそれまでの各部構ごとの青年会が



仙法志村青年団として一つにまとめられ、各部蕗

ごとに分団がおかれた。これは途中で仙桂志脅少

年団として改組された。戦後は各部落ごとに脅年

会がおかれ、それらの辿絡協議会として仙詰志村

迎合背年会が組織された。しかし昭和40年代前半

あたりから活動が下火になり梢誠してしまった。

特車すべき活動は、昭和 3 年11月 38今上天皇

の即位記念として「御大典記章」碑を政壮組が伯

桂志神社に建立寄進している。徳竜は種田鶴吉、

石工は酋島藤太郎である。また政壮組では政泊神

社甑道の石垣積みの奉仕作諜も行われた。

戦後の昭和田年、宮下昭一会長時代に脅年会館

として間借りしていた建物が怯くなったため、政

泊獄林霊童組合長古川平作氏を通じて沓形車町に

あった宮株署の倉臨を 5 万円で誼り畳け値用した@

この倉庫購入貰金不Eのため薪材の払下げ、措い

E布、労働奉仕などで賢金を集め、苦労 Lt.i:がら

待望の青年会館の実現にこぎつけたものである。

この青年会館は昭和48年、瞳弁庄太郎自治会長

時代に改築され、三国の工事を経て現在に至って

いる。現在の自治会館の基礎には青年会館当時の

ものが今でも使われている。

歴代の役員は次の通りである。

政壮組

初代金星 笠谷昌太郎

ニ代会長 提口仁之助

仙桂正ぶI青年間政1自脅年分団

初代分団長中島覚次郎

ニ代分団長宮下宿作

三代分団長宮下聾一

四代分団長中谷治司

五代分団長山本実情

六代分団長時田普吉

仙法志青少年団政r自分団

初代分団昼間山 田

政泊脅年同盟会

初代金長 向山 田

ニ代会長 近藤利弘

三代金長 藤井庄二

四代金長 宮下昭一

五代金長 山元喜代治

六代金長 後藤良一

七代会長 牧野明男

また仙法志村連合青年会会長に当地区から調山
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関正と近藤和i弘正がニ代、三代にそれぞれ就任し

ている。

(21掃人会

この地区の婦人会も他地区と同棋に経緯、活動

内容、位員選出方法において変わりがなし、

戦前の間入金町当地Eからの控且は次のものの

正名がみえる。

国防婦人会

監事宮下聾ー(昭和11年 3 月 11 日-)

班長加茂ヨン(昭和 11年 3 月 11 日-)

副班長中谷 ミキ(昭和11年 3 月 11 日-)

組長中島クリ、前田 Y夕、宮迫シマ、稼

タケ、滝沢サト

霊園婦人会

評議員加茂ヨγ(昭和13年 7 月 1 日-)

評議員藤井ジュ(昭和17年 5 月 16 日付)

大臼本婦人会仙法志村支部

書与宮下聾

審議員加茂ヨン

審議員中谷ミキ

・大日本蹄人会は国防婦人生、霊園師人会を

統合して昭和17年 6 月日日尭足した。

戦桂の婦人会は岡租20年に尭足した。各地区ご

とに踊入金がおかれ、その上に仙桂志村師人会が

あった。手1jJJ:町以桂は仙法志、昔形白両婦人会が

合併し利尻町同人会が誕生した。それらの上部組

職に当地区からも投員を選出していたが、昭和50

年代中頃に活動の下火とともに消揺した。

役員氏名は次の通りである。

仙法志村踊人会

尭足当時

理事山本しゅん、前回ったマ宮下きみ

昭和23年以降

理事古川チエ、宮道ユキ、滝沢ミヨエ

.昭和40年同月以降

部長占川チエ(制師速協理事)

理事宮道ユキ、滝沢ミヨエ

昭和41年11月以降(改選により理事一名描)

係長藤井よし江

理事滝沢ミヨエ

・昭和47年12月以降(改選により理事描)

部長高村チヤ

漁協同人部は漁協艶足と同時に創設され、貯蓄

生活改善、地位向上を趣旨として現在も活動を蹴

40 ー



る。

車 4 仙法草地区 政泊池区戸口推移

また、組前、能畳の郷里出身者は当時のその地

の経商事情などが大きく E曹を与えていると思わ

る。

政治居住者の推移は以下町通りである.

最も人口及び戸数の多かった大正 7 年代に比較

するとその変動は亜に拡大するが定哲性は高も、

政泊居住者の推移をみると出身地は越前、能畢

が多く、次いで秋田、津軽、南部衆がみられる。

明治龍半の人口動向をみると躍中や三重県も伺散

に近い散字に怠っているが、田和初期から戦前に

かけて転出者が多〈、三重県出身者にしても現荘

では子揺が二、三名居住している程度である。

来品当初jは一度地韓親戚などに「ワラジ脱吉J

をしてその後島内各地域に移って行った人も多い

ということから考えて、地形が好条件に車まれて

いたと判断できる。

正内、越後が少ない白は仙法志が他地械に比較

して、最も遅い開括に!現時があるむのと推測され

の総人口の約 8 %を占めてきている。しかし過酷

化措yにともなって老齢人口の割合が高くなりつ

つあることはいうまでもない現実とな勺ている。

老人家庭は十戸ある

仙法志村 政泊地区

戸 世 人 ロ 戸 数 人 ロ

大正 5 年 680 3.216

大正 10 年 730

昭和 10 年 487 2, 843 53 322

昭和 13 年 493 3, 118 51 343

昭和 17 年 455 2, 867 49 328

相和 25 年 526 3，日 2 53 344

昭和四年 526 3.492 55 3日

昭和田年 560 3，田 5 56 312

昭和 40 年

昭和 45 年 477 2，叩 8 67 315

昭和日銀 403 1,222 42 141

昭和田年 382 1,044

平成元年 377 9田 40 101

平成 2 年 369 976 38 95

5 人口の変化

当地区の人口の霊動状況をみると、旧仙法志村

工藷浄真政泊郷土'"

けている。各部落ごとに支部がおかれている。当

地区から選出されている役員は次の通りである。

1111法志換車協同組合婦人部

二代金毘宮下キミ

三代会員梅田ツノ

四代会長古川チエ

1111)直志漁韓協周組合婦人部政泊支部

支部長 中各みどり

副支部長川合エミ干

間体育協会

全村的団体で全戸加入会員組織で、 期間二年

として自治金単位ごとに理事、役員を選出してい

る.

141自治会館

当初は政泊青年同盟会所有の青年会館であった。

昭和30年代後半に青年会が消滅したため、青年会

館を自治会で引畳け改築を重ねて自治会館を維持

している。

15)適時金

!日仙法志村迫棋会があり、年 四慰霊祭を執行

している。戦死者の遣旗及び家庭で組輔されてい

る。浜口勝氏は仙法志遺旗会会長を務めており、

全員には浜口勝、齢木臼出博、前田 Yル、中吾貞

治、後藤監一郎の五名である。死者の殆どは太平

洋戦争における犠牲者で占められている。

161教育関係

神醒地区間開特極的なものはな，"

(イヲ 保聾者会並びに PTA

保謹者会会長種目鶴吉設立当初jから昭

和 2 年まで

(ロ) 職挫のPTA

イ山法志中学校PTA

副会長夏井藤七昭和48年から三期

副会長高村チヤ 昭和54年からこ朗

仙法意中学校同窓会

会長浜口孝二代田会長として昭

和61年まで就任

当地区からは職後に浜口廊 、熊田アキの両先

生が出て{Ill法志小学校に奉職した。また当地区に

おける現在の児童生徒動は6名であり、年々減少

している。
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政治居住者の推移
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'"昭和 15 年居住者 主事底 2 年居住吉 昭和 15 年当時駿業 出身県 繍 聾

1 宮下聾ー 宮下昭一 漁輩 福井県

2 荒川弥一 話量 業 秋田県 小僧市転居

3 高絵政雄 高松政雄 漁章 福井県

4 山本軍太郎 山本真治 柾屋 福井県

5 佐直佐太郎 高松和彦 話量 叢

6 大針与麗 古川平作 宿章 福井県

7 中島覚次郎 小体敏男 商店 石川県

8 =盃元吉 三盃重男 話量 章 石川県

9 近躍薦太郎 蹄木日出男 言島 章

10 岡山久=郎 宮下袋二 石川県 岡山正似』桂革本町に転居

11 高松彦太郎 話量章 福弁県 議宅へ転居

12 西島直太郎 石工 福井県 死亡転居

13 平野副総 瞳家 畳 if<章

14 玉村量次郎 治章 転居

15 前田 滑 前田 ツタ ifi 章 福井県

16 富田常吉 古川 描 福井県

17 E吾川忠 徴集 福井県 稚内市転居

18 駒井十一郎 駒井行部 公務員 脅蕊県

19 前回助睦 前田ツル 漁章 福井県

20 古川サク 死亡

21 浜口 • 棋口 勝 水産物検査員 三重県

22 川合吉嵐 川合清一 蹟極量 道南福山

23 務調IJ:郎 高松書太郎 漁協犠員

24 揖口信助 浜口 孝 換業 石川県
25 後藤 明 話量 撞 背議県 死亡

26 山元桃治 山本喜代治 漁業 新潟県

27 宮迫惣太郎 漁業 禰井県 仙法志本町へ転出

28 中谷拍司 中苔貞治 挽車 福井県

29 浜口 祐闇 漁業 石川県 桂ill 明宅へ

30 金田禍太郎 斉藤良一 iJIl業 背蘇県

31 和田畳太郎 甑聾 育議県 転居
32 和団圏直 且弁 Ii七 激諜 背蘇県

33 本多一郎 新時県 転居

34 加茂普崩 1m 茂 クノ 商店 福井県 平野明且同居

35 滝沢和 l助 滝沢 首 融措 秋田県

36 沢田埋一郎 大島措ー 柾屋 秋田県

37 純国民改郎 梅田直太郎 漁業 秋田県

38 五十嵐品作 五十嵐桂 漁輩 秋田県

四 牧野富蔵 牧野明男 漁車 秋田県

40 高村弥作 憧臨惣一郎 激輩 脅褒県

41 桂厳惣之 後緩和 l拳 漁業 脅轟県

42 蔵弁庄太郎 蔵弁臣ニ 漁量 福井県

43 高村弥五郎 高村秀弥 漁量 背議県

44 大島正五郎 大島聾信 秋田県

45 隅田末次郎 間四善吉 簡素 歓田県

46 大島信一 教岡県 択田宅へ

47 荷量択 利助 滝沢和 l正 駄目県

48 藤田久市 背蕊県 加盟・轟弁居住
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工益事浄真 政泊郷土誌

日和白事斗自予Hi

..島

E「ピ
7 宗教

(11神社

この地区における神嗣に関連する翻査報告は本

年報第5 集で報告している通りである。

政泊措やI'社は旧坪田町稲荷から分離独立させて

祭神に「金比羅神J と「龍神」を合配L、平底2

年 6 月場所を移転L新築した。世って、稲荷祉は

鰐田の稲荷さんとして元に彊L、中菩貞治氏がこ

れを祭最巴することになった。

121仏 教

仏教関係においては各宗派全般にわたり信者が

散在し、先祖の出身県別特色のみられるのは他地

区に比して例外ではない。語家関係が最も多〈、

曹洞側、浄土が仕いでみられる。さらに自適正宗

もみられる。

131その他の宗教

天理教借者もいる。他の措探神道はいない。他

のー般民間信仰的信者についてはどの地績も同じ

である。従ゥて、掴人集配の稲荷さん、郎落祭紀

の図体社の同地区二祉となった.

141基 地

共同墓地はワノドを除く地域の住民は本町との

共同で旧火葬場(現中学校山側)の周辺一体で大

親模であるが、近年は墓石の散も減少しつつある。

lSI民間信仰

武藤の択に武藤家の車場Eする鹿申塔がある.

8 小集落

111五軒町

ここは東端にあって宮下昭一氏で昔は石川|、田

中の畠氏宅でもあった。隣に荒川弥氏宅が職能

小樽に移住し、現在本町の山下敏夫正が居住した

こともあった。続いて浜側で高拍手日産民宅で佐藤

佐太郎氏から昆布屋車造氏が居住していた家臣で

-43

ある。

山本実泊氏宅で先代源太郎氏からの家屋で最も

古く、隣は高松正雄氏宅で昔からの家で、この一

帯を五軒町と呼び五時間串…が今でも続いている。

昭和初期には近くに浜口善太郎氏宅があった。昔

武庫の択に茸藤氏家屋があり、政泊の最東端であ

る.

121 その他

政泊の畳東端に続いての浜側に大針厘(大針与

蔵から古川平作で現在の三上博氏宅の所に港や道

路工事の関揺で移転)鮪畠宿直があった。次に現

小林敏男正で先々代は中島覚次郎圧で雑貨商串で

あった。そして、三盃元吉~元麗そしで現在の重

男丘、近藤藤太郎氏で現在の鈴木日出湾民宅にな

る。武藤の沢から越前ばあさんの沢(または近藤

の沢)までである。この沢に浜口仙松氏宅があヲラ

て高松彦太郎氏が入って現在はな L、。その自由に岡

山久三郎氏宅は今の宮下畿二宅で、瞬は西島藤太

郎から留吉民に変わり石昼であったが後に近所に

移転して現在はなも、。そして隣に平野副怯圧宅で

現在睡軍豊民菓子商白宅である。

次に、横屋に玉村添次郎氏で現在はない。前回

消宅はそのままで今回古 III 満民宅は富田正であっ

た。その輯は昨年までの西島宅であるが昔は日高

字之松~市松氏商店でもあったが昭和初期樺太転

出し、後に久速から長谷川思民となった。駒井氏

は昔笠吾輩で国太郎は事業家であった昭和四年頃

まである。その通りは山本勝太郎民で三上博氏が

近年まで住んでいだ。そして古川サク氏宅があっ

た。

水産物検査員の浜口勝民、鉄板識の III 合吉蔵民

漁協主事の森勇次郎圧宅で以前は宮下憧作宅で前

は山本丑太郎氏で、現在の高拍車太郎氏宅であっ

た。続いて浜口信助、後藤明で山元桃治氏宅が隣



昭和36年

昭和34年

昭和日年 4 月

昭和同年

昭和幻年10月

昭和27年

昭和叩年代

昭和田年代

であった。 r宮道の沢」までである。沢には宮道

想太郎氏宅で現在は本町に移転、道路拍いに中谷

治司宅、棋口祐蔵、金田福太郎、和田豊太郎、和

田勇歳、本多一郎、加茂醤蔵の各氏宅と並んでい

て坪田番屋となる。

浜口正宅は現在後藤明氏宅となり、金田正宅は

以前には秋田谷昌吉正であり、現在は斉雌且 民

となり、和田両氏は豊太郎氏は転出、男桜丘は現

在の亙弁民宅である。

坪田番躍は r!平田の沢J r稲荷さんJ から自治

全館までの陸や浜 f澗j 田範囲で十数線に及ぷ島

内においても大現棋なことで知られている。

旧中田組事務所、自治全館、昨年新築の神社、

桔油タンクがあり、道々への道ができた。

また、前浜は漁船上県唱になり袋澗は漁措に控

周されて、現在では当時のもの何一つな L、。旧闇

四番毘の浜側は一時{山法志漁協事務所及び冷磁庫

(現在地)があって、その西瞬に IB利札三角航路

の仙法曹;\Rがあった。現在の仙法志漁措の中核に

なったのは旧園田町澗と坪田澗である。自種目番

屋の西隣に旧道関尭仙法志漁港修聾工事監督官詰

所が盛っている。ここは先住民革法跡にあたる。

昭和 25年に北大より考古学者が来島し員縁を尭掘

調査した。

(31ワノド

ここはワ J ドといわれるように細長い袋状に小

湾になっていた。現在地のようになったのは昭和

30年頃までに控掘を埋立てたものである。世って

昔は道路が畠描沿いにあって家屋玄関は何軒かは

横向きであった。埋立て後に現在のような車並み

や道路になった集落である。大島(浩〉民宅は世

来のままで絢田氏宅前に道路があった。却ち現在

の家屋の裏側であり、幹線道路の両出入口の場所

は変わっていない。家￠教もそれ程の変わりがな

く現在に至っている。

五十嵐作太郎、牧野宮嵐、桂藤惣一郎、向かい

に滝沢利正の各民宅があり、1> L山側に離れて後

藤坦作、藤升庄太郎、高村弥五.，-大島庄五郎、

隅田末次郎の畠氏宅で神瞳へ出る道路の岩の高い

ところに大島別家宅があった。昔は伊藤師吉、揃

号 1屯太郎、戦後暫くしてであるが沢田理一郎氏等

があって、誰かがその後に居住している。相;51｣¥;

は躍冶昼、沢田氏は柾屋である。現在、佐藤惣一

郎氏は以前は高村弥作民宅であり、その前は伊藤

糾尻町立樽物館年秘策 1M 拠 1 \1 91

t京吉正の家屋であうた。大畠浩一民宅は択田氏が

居住していた家屋である.樹引正の家屋は現荘山

本氏の家屋になっている。

この地一帯の漁謀者の殆どは今井の澗を利用し

て出漁している。

9 凪曲習慣

他の地滋と殆ど変わらないが、長浜と問機に昭

和印年代に至るまで部蕗神社を有しなかったのは

こ白二地区である。

大正の後半には「名刺交換J といって元旦に家

の檀いとして子供が名刺を持って新年の後世田り

に畠家に歩いたという。それが現在の自治会の新

年会となったといわれている。これは既調査した

地填ではそ白ようなことは聞かれなかった。

以上の外に識査未了部分があって不明である。

しかし他。地域との大差はなく傾倒している。地

域の理宮の主導織は越前、能畳の出身者が多く、

凪楢習慣においても両者に傾斜しているように恩

われる。

調査した他の三地区に見られない面もあり先祖

出身地的なものがあるが、表面に現れない気質が

つかがわれる。

10 主な出来事

明治31年 6 月 山火と森林の暁失

明治団長~6 月 漁夫殺人事件と種団漁編倉庫の小

火

明抽出年 12月 台風による大彼害

昭和初期における天塩対岸豆島帆舶の遭難白尭生

昭和 2 年 5 丹 村有志者、種目鶴吉氏死去(後に

何件かの不思議続出す〉

大略化により漁夫遭難死

この年から政泊船人澗の工事者工

融業会冷蔵庫完成

仙法志漁港着工

ワンド恩立て工事の苛工

北海道開発漁港笹築事務所おかれ

る

漁協事務所を本町から政泊の漁協

冷窟j単に移転す

昭和34年12月 旧種目番屋跡に漁協付属施設とし

て桔拙タンク第一基新設される

仙法志漁港西倒防波堤に当地最初j
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工a・It翼政泊廊土銘

の訂台が股置される

昭和42年9月 治協冷車庫並びに事暗所(新事務

所完1iI1.まで一時旧郵匝局を借用し

章務を執行する)韓失する

昭和岨年 1 月 慎克者四名を出す火虫が尭生する

昭和拍年 9 月 現在地に新写務所新築完成し俗事

輯所を移転す

昭和44年 漁協事暗所前に水産物荷倒所完匝

昭和44年 11月滝沢薗丘、北海道勤労青少年顕

・5で査彰される

昭和45年 6 月 苦軍閥尭による作業現場にて作業

中田当地区住民の死亡事故が尭生

昭和49年 9 月 五軒町に漁協付属施股として水産

種苗センターが新富完成

昭和田年 '旧冷蔵醐跡に漁協冷蔵庫が稲築落

庇

昭和田年12月 自拍会館の山聞に重油タノク (200

kl) 施設完成する

昭和田年11月 山本実桔丘、 45年聞の消防活動に

対し r酎六等単先旭日章』が置与

される

昭和57年 テレビ睡裡毒事車屋の共同視聴施設

が完成

昭和同年12月 訟章無線レーダー完虚

昭和四年11月 宮下昭一民が統計調査員として30

年以上、侮回アノ民が漁協蝿人部

理事並びに鶴畏23年聞の功輯によ

り利尻町から功労者賞、社会貢献

貰を受ける

昭和61年10月 仙法志漁港完底

昭和61年12月 漁船上県施設完成

昭和田年 6 月 仙桂志漁措周辺迫路工事着工

昭和田年10月 西端町道から迫々に通ずる道路完

成する

昭和62年10月 水産物保官施股(倉庫)完成

昭和田年 9 月 東端の道路政良工穆が行われる

平成元年10月 仙法志水畳敷腫所の建物が種苗セ

ンターに情接して斬位される

11 終わりに

年々進む過疎化現象は歯止めがきかず、起死回

生の橡港の実現された地元集落であるが、他集落

と問機の方向をたどっている.

道路の置修、話通躍の整備、~協署標高商売の完底な

.5

どでー置した政泊であるが、地場産業の衰退、そ

して地縁指導者の不 E等で将来への方向性に乏し

く、全面的組合的に或いは臨本的な藍掌を期さな

い限りその期待は薄い。

聞き取り圃査に闇協力いただいた方

山本翼泊、岡山 勇、高村秀弥、宮下昭一、

宮下キミ、三上トミ

利尻町世場仙法志支所

仙桂意識車協同組合

書気管文献

仙佳志村役場行政賢軒 刺尻町史編集室車

神社寺院明細帳 利尻町史編集室融

宗益支庁管内拓殖要監 利尻町立博物館麗

利尻醐土研究第 2 号「利民の石碑 J

，'J尻蝿土史研究会

利尻揖土研究第 3 号 利尻蝿土史研究会

李IJ尻町立博物曲年報第 5号利尻町立博物曲

1)指定まで由経緯、詳圃について「利民蝿土研

究第 3 号J (昭和田年 9 月四日尭行}及び「仙法

草村世場鉄道J (昭和田-31年 5 月号}を書閣さ

れたい.
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‘診P

凋福田番屋跡

(漁総冷蔵庫、船入潤があり福周の澗~現紛場場が近くあった。~鋼倉が残っている。)

卸図書屍跡と坪図の稲荷さん

〈正面の建物は漁港修築工事に当った 回中図級事務所で現在使用されていない〉。
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工総浄真政泊嫁土箆

宮下の澗(石川!の澗周ゅの澗とも以前呼ばれたことがあった)

この澗で10名近い続方衆が鯨漁にいどんだ。

仙法志漁港の起源となった船入朝で現在は劃港として利用されている。
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利尻町立時物館年徳銀".長】鈎1

平成 2 年新連立された「政治選神祉J 左ほ政泊自治会館、その向うに給泊施般タ yクが見える.

仙法志 漁策協同組合事務所(東側から)

(この正面に荷価所がある)
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